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SADAAKI SASAKI 

In this experiment two of the factors have been studied which are supposed 

句 affect the stainability of microglia; the one is the time elapsing from the 

removal of brain tissue to its fixation, and the other is the mechanical oppression 
upon the brain. 

The results are as follows: even after the brain has been left for several 

hours in room temperature, microglia cells are stained quite beautifully. Also a 
slight mechanical oppression does not a町ectthe stainability, but if the oppression is 

intense, the processes peculiar to the microglia can no longer be stained out. 

緒 言

現在までに microglia(Hortega細胞）染色法に種々

の変法の続出していると言う事はp それ程microglia

染色上の不安定の一端を示すものである．然し染色技

術の良否は熟練に依って或る程度迄恒常的に micro司

gliaを染色し得る様になるが，一面 microgliaの

染色不良の或る場合にはp 染色技術以外の何等かの要

素が介入する事がある．

一般に microgliaは死後の変化は他の神経要素に

比し遅いが，死後の時間経過は屡々その突起の表現力

を不良としP 叉脳組J織に対して僅かに加えられる器械

的圧迫でも，多くの場合その染色力を不良にするとさ

れている.Penfieldは死後20乃至40分間放置したる

材料より，：又古沢は5時間以内の材料より変化なき

microgliaを認めたと言ぃ，柏村は死後8時間にして

初めて死後変化を来たし40時間で死後変化はその極に

達すると述べている．又三宅川lは microglia検察に

あたっては同定前に加えられる襟械的圧迫の可及的排

除を説いている．

私は主として死後時間の経過と，取り出した脳に加

えられる器械的圧迫によって左右される microglia

の染色性の変化について検討を加えてみた．

研究成績

潟血死に至らしめた家兎の，可及的圧迫を加えずし

て取出した大脳を常温 (10～20。'C）に放置し，種々の
経過時間のものについて Hortega染色を行った．普

通2,3時間では殆んど染色性に変化はみられず，正常

か又はそれに近い microgliaを染出する事が出来た

（第1図参照）．それ以後は次第に染色性は不良となっ

てくるがp 空気中に 6時間放置したものに於ても殆ん

ど正常にその突起を染色したものもある．又20時間放

置せる例で比較的変化の少い microgliaを認めたも

のもあるが，此の時期にはすでに他の神経要素は殆ん

ど変性を示しており，海綿状に空胞化された脳実質中

に尚よく残存した microliaとその突起を検出する事

が出来た（第2図参照）これらの例は何れも死後頭蓋
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第2図：空中に20時間放置せる脳片中の microglia
の所見 J-Jortega染色 ×400 

内より脳を取り出して後放置したものであってP これ

が脳を頭蓋内より取出さずに放置せるものよりも染色

性の劣る事は当然である．尚生理的食塩水中に浸した

ものは一般に変性は遅いがp 染色性は必ずしもよくな

い．叉気温の高い場合及びIJ!Ji:1i操作も早期より micro-

gliaの染色性は不良になる．

次に脳に加えられる器械的圧迫による染色性の変化』

を検する為， 3乃至5mmの厚さに切った脳片に指頭を’

もって軽く圧を加え，又種々の重さの鍾を一定時間載

せ，或いは脳小片を圧し潰したもの等について切片を

作製し，夫々 Hortega染色を施した． これによると

指頭にて僅かに圧を加え或いは30g位の鍾を軽くのせ

た程度では殆んど染色性に変化はないが（脳片に直接

錘をのせ或いは薄いガラス伎を置きその上に錘をのせ

る）それ以上圧迫が強い程急激に染色性は不良となっ

てくる．圧し潰した脳組織片では細胞休と突起のー却

を刷I＇，したに過ぎず，破砕したも ωては多くはその突

第3図・圧し潰した脳片の Hortega染色， microglia
の突起は殆んど見られない ×400 

更に脳皮質の一部をとりp カパーグラス上にて圧挫

して脳の薄膜を作成しこの際出来るだけ加える圧を少

くして標本を作成し，（鼓では之を圧挫伸展標本と呼ぶ

このものに J-Jortega染色を行ったがp 殆んど傷害さ

れざる血管とその周囲の極々の神経要素細胞の核は染

色し得たが，あらゆる染色上の考！？を払っても遂に

microgliaの特異な突起は殆んど染出する事が出来

なかった（第4図参照）．

‘ず

第4図：脳の圧挫伸展標本p 血管及び多数の細胞核を
認めるが突起はみられない

Hortega染色 ×400 

勿論以上の標本に対する染色操作は同一条件に於て

行い，毎常対照として正常切片の同時染色を行った．

正常切片は被検脳半球の対・側を採り死亡直後に固定し

て作成したものである．叉染色に用いた脳部分Lil；（も

111icruglia 11'1'＇＜，に {f.f:iJ な）j]1>i1え~＇（；＇.；！：を選んだ．
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考 按

microgliaの染色性に対する死後時間の影響につ

いての古沢，柏村等の報告はp 死後その鐙の状態に於

ける経過時間について fあるが，私の成績は脳摘出後

の経過時間についての成績である．何故か、る方法を

採ったかというに，私の圧挫伸展標本染色に当ってそ

の突起の染色不良であったのはp 一つには脳摘出後の

固定までの時間経過が関係しているのではないかと考

えたからである．然し吾々が普通剖検又は手術後p 標

本を固定するまで何時間も空気中に放置しておく事は

先づないから，此の程度の時間経過では私の研究結果

から見ると殆んど microgliaの染色性に影響はない

と考えられる．然し固定液の浸入の悪い深部ではp 表

層に比し或る程度染色度は不良となるかもしれない．

之に反し脳に加えられる器械的圧迫はp 透かに有力

な microglia染色上の障害となる．圧し演した標本

は如何なる染色上の操作を考慮にいれても，正常な

microgliaは染色し得なかったしP 叉脳の圧挫伸展

標本に銀染色を施しでも殆んど全く突起の染出されな

かった事は，此の聞の事情を物語るもので，一般染色

法を趣きを異にする点である．脳の病的変化を追求す

るに当つてはp これらの条件によって所見を間違う事

もありうるからp 固定までの摘出脳の取扱いには出来

るだけの慎重さが慾しい．尚染色に当つては私は必ず

対照切片を同時に染色する方法を採りp これら正常切

片は毎常適正なる染色をなし得たからP 染色上の諸種

条件は同一であったと考えてよい．

結 語

microgliaの銀染色に当つては種々の条件が問題

になるがp そのうち標本の死後時間の経過よりも，そ

れに加えられる器被的圧迫がより大なる染色上の要素

となる．
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I. 日 時昭和31年6月24日（日曜日）

I. 場 所 京都大学医学部外科学整形外科学講堂

（市電熊野神社または近衛通下車徒歩約3分）

I. 演題申込締切期日 昭和31年6月10日までに到着のこと
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I. 1教室またはI機関で2題以上御出題q節は順位を御指定下さい．演題が余り
にも多数となった場合は制限することがあります．共同発表の場合は演者にO
印をつけて下さい．

I. 図表はラ 4カ判，スラ 4ドのみにお願いします．映写幕は2面．
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